


















第 1 092 号
昭和 42 年 2 月 28 日
















第 2 享は各種の溶接構造用鋼に対し，それらの fìbrous 破壊応力曲線と cleavage 破壊応力曲線を実
験的に求めた結果を記したものである。供試鋼には引張り強さが 40 kg/mm2 級ないし 80 kg/mm2 級
の 5 種の高張力鋼と ， 2 種の低温用鋼とを用いた。また破壊応力曲線の測定は，室温予ひずみと円周
切欠引張試験片を併用する方法によった口本章の実験によりこれら構造用鋼の破壊応力曲線の性質に
























第 6 章において著者は，各種の供試鋼と溶着鋼について求められた破壊応力曲線と， それらの V
シャ lレピー試験における遷移温度との相関を検討し， その結果五brous および cleavage 両破壊応力
曲線の高さとシャノレピー試験の遷移温度との聞には，両破壊応力曲線の高さを変数とする簡単な関数
形のパラメーターを通じて，密接な関連の存在することが見出された。またこのパラメーターの物理













てこれらの結果にもとづいて， V シャ lレピー試験の遷移温度と破壊応力曲線との聞には，破壊応力曲
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線の高さを変数とする簡単な関数形のパラメーターを通じて密接な関連性の存在する乙とを証明する
とともに，このパラメーターの物理的意義をも明らかにした。以上の成果は溶接鋼構造における脆性
破壊発生の機構を知るためにきわめて貴重な知見であって，工学上ならびに工業上貢献するところが
大きい D よって本論文は，博士論文として価値あるものと認める口
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